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大正 13年  浮島村が「御成婚
記念」として建てた阿野全成
碑(沼 津市井出)と 興国寺城主
天野康景碑 (沼 津市根古屋 )

「東宮殿下御成婚記念」として西浦村青年団平沢

支部が建てた道標(沼 津市西浦平沢 )

大
正
十
三
年
の
″
御
成
婚
″

大
正

一
二
年

一
一
九
二
四
一
　

月
二
六
日
、
皇
太

■

・
投
政
裕
仁
親
Ｅ

一後
の
昭
和
天
呈
一
と
久
術
一冨

良
１
女
Ｆ
と
の
結
婚
式
が
挙
行
さ
れ
た
「

全
国
各
地
で
祝
典
が
幣
人
に
執
り
行
わ
れ
た
．
二

‐
日
に
西
浦
村
長
が
発
し
た
文
書
に
よ
る
と
、
当
日

同
村
で
は
小
学
校
を
会
場
に
、
村
会
議
員

・
区
ｋ

・

学
務
委
員

・
消
防
団

。
在
郷
軍
人
会

・
青
年
団

・
処

女
会

・
学
校
職
員

・
生
徒
ら
を
集
め
て
の
本
侃
式
と

引
き
続
い
て
詔
吉
本
読
式

・
本
祝
音
楽
会
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、各
区
で
の
氏
神

へ
の
参
拝
、

各
戸
で
の
赤
飯
用
意
な
ど
も
奨
励
さ
れ
て
い
る

一
河

内
海
―１１１１
家
文
書
Ｂ
１
４８
一

沼
津
市
の

一
医
―――ｌｉ
は
日
記
に
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
．
　
型
一十
六
日

（中
略
）
桃
郷
御
用
邸

二
（

両
陛
下
在
ス
フ
以
テ
沼
津
市

ハ
大
典
フ
祝
シ
兼
テ
市

―ｌｉｌｌ
施
行
ノ
祝
賀
ヲ
十
サ

ン
タ
メ
全
市

ハ
美
麗
二
飾
ラ

レ

一
万
余
ノ
民
衆

（
午
後

一
時

ヨ
リ
旗
行
列
フ
行
フ

種
々
ノ
出
シ
物
仮
装
等
モ
混
シ
御
用
邸

二
向
フ
行
列

実

ニ
ト
余
町

二
及
ヒ
薄
幕

二
至
テ
解
散

ス
」
一
―
卜
七

日

一中
略
）
皇
太
子
殿
ド
妃
殿
下
卜
御
同
列

ニ
テ
午

后

一
時
五
十
圧
分
沼
津
駅
御
着
桃
郷
御
用
邸

二
成
ラ

※

セ
ル
先
日
突
発

セ
シ
不
敬
事
件

ノ
タ
メ
沿
道

ノ
警
戒

（
極
度

二
緊
張

ス
」
（
鈴
木
幹
日
記

・鈴
木
羊
三
氏
所

蔵

一．．　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
前
年

一
二
月
の
虎
ノ
門
事
件
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麻 護
布
中
学
校
の
建
築
と
静
岡
県
人

う を 和 校 i直  し る ス 校 そ あ 育 メ)
し 狙1学 を 会 江 な 連 ク 1そ の り と れ 明
て 立 校 継 社 原 か 動 1河1対 ｀

宗 た ,台

原阜各攀I場 だ逸省晏|[孝 勢爺量
413辱 2級 夕

・
鍵tな 書〔爺箭Iず許 い あ と し の   が に  `し 教 を 令 一

′
多
襲

薇
」
雄

・会
井
鶴
」

″
球
今
ゑ
孝
室
珠
霧
■
■
撃
■

な
〓
為
Ｑ
る

０
月
酸
奪
■
鶴
査

畿
′
核
２
７，
嶺
奮
に
な
場

なヽ
夜
・

務ヽ
久
修
ふ
‘
♯
嫁
を
　
　
一●
●

■
」を
塗

　

　

　

　

一●

響
縛
ヤ
ｏ
‐１１，
４
を
■
●
一

く

れ
　

●́
一

移
）蕨
が
Ｌ
ム

学
校
に
も
江
原
個
人
に
も
そ
の
よ
う

な
大
事
業
を
行
う
だ
け
の
資
金
は
全
く

な
か

っ
た
が
、
三
井
家

・
徳
川
家
や
立

憲
政
友
会
の
知
友
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
人
々
の
援
助
に
よ
り
、
一■
二
年
二

九
●
Ｃ
）九
月
、
学
校
の
移
転

・
新
築
が

な

っ
た
の
で
あ
る
「

以
下
に
掲
げ
る

一
覧
表
は
、
こ
の
麻

布
中
学
校
新
築
に
際
し
寄
付
を
行

っ
た

静
岡
県
人
で
あ
る
一判
明
者
の
み
一

一二

四
年
二
月
の
調
べ
で
、
寄
付
者
一イー‐‐ｉｌ
人
お

よ
び
団
体
）
総
数
七
●
七
人
中
の

一
三

一
人
、
寄
付
金
総
額

一
六
六
二
圧
円
二

三
銭
中
の
二
五
二
●
円
を
占
め
る
．
伊

豆

・
駿
河

・
遠
江
の
全
城
に
及
ん
で
い

る
が
、
や
は
り
駿
束
郡
が
多

い
よ
う
で

あ
る
。
資
産
家
ば
か
り
で
な
く
中
に
は

区

一部
落
）
単
位
で
の
寄
付
も
あ
る
．

ま
た
立
憲
政
友
会
系
の
人
々
が
多

い
の

も
当
然
と
言
え
る
だ
ろ
う
ち

⌒

1交 う つ を  
｀

ミ
は す菫 た ,た 狙( ッ

｀
訓 f也 た 系 命 第 八

そ 令 の ・ の 令 | ブL

静甫村多
況雷窪鶴肇髯鸞

金領収証器薔撃李芭i 懲集ζ森議ム噴堤
学 こ 校 英 学 伝  奏 め ン 学 は で 教 せ

束 を 麻 断 カ シ  れ 撤 ミ 束 私 し 二 九
れ羊 ;量 4f  

｀ で ヨ は 廃 ツ 洋 立 た 写
‐―

る 合 ′っ 枝
・

新 な の
増イし く ,,t

を な 地
イ千 り か
う  

｀
ら

こ 剰i lll

と た て
に な い
な 用 か
つ 1也 な
た 取 け
の 得 ノし
て と |ま
あ 校 な
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麻
布
中
学
校
建
築
費
を
寄
付
し
た
静
岡
県
人
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金
　
額

松
水
　
安
彦

水
■
嘉
六
郎

高
瀬
牧
太
郎

長
介
誠

一
郎

伊
注
　
文
二

影
山
　
えん
樹

川
内
半

二
郎

室
伏
　
童
平

池
谷
繁
太
郎

松
下
　
牧
男

湯
山
　
好
介

渡
辺
　
真
幸

渡
辺
　
健
次

川
江
栄
太
郎

価
森
　
貞
助

岩
ＩＩＩ
　
　
実

森
田
泰
次
郎

■
景
　
五
束

石
川
　
場
古

椰
岡
漆
器
組
合

キ
伏
■
有
衛
門

菓
原
字
兵
衛

岡
野
■
人
郎

Ｌ
多
山
正
計

鈴
木
　
篤
平

河
＝
　
俊
宗

河
野
鈴
治
郎

神
谷
　
常
松

仁
川
大
八
郎

花
島
兵
右
衛
門

渡
辺
　
和
し

杉
山
　
周
蔵

化̈
島
　
　
几
ト
ロ

若
槻
　
直
作

大
橋
　
頼
棋

山
田
　
唯
古

松
城
　
」
（作

萩
原
　
Ｉ
夫

佐
野
　
孫
七

氏

　

　

名

●

Ｉ

洲

″

＝

卜

，
に
１

１１

一

駿

東

郡

菅

沼

村

一
小

山

町

一

富

士

郡

古

永

村

ｉ

円
士

市

一

田

方

部

正

山

村

一
■

山

町

一

宙

十

郡

伝

法

村

ｉ

円
士

市

一

駿

束

郡

沼

津

町

一
沼

津

市

一

駿

東

郡

楊

原

村

一
沼

津

市

一

駿

束

郡

宙

卜

岡

村

一
御

殿

場

市

一

賀

茂

郡

松

崎

村

一
松

崎

町

一

静

岡

市

腱

東

部

長

泉

村

一
長

泉

町

一

川

方

部

二
島

町

■

島

市

一

駿

東

郡

鷹

根

付

一
沼

津

市

一

駿

束

郡

沼

津

町

一
沼

津

市

一

崚

東

郡

沼

津

町

一
沼

汁

市

一

小

竿

郡

人

須

賀

村

一
人

須

賀

町

一

川

方

部

函

南

村

一
面

南

町

一

日

方

部

三

島

町

■

一島

市

一

駿

東

郡

沼

津

町

一
沼

津

市

一

駿

束

椰

沼

津

町

一
沼

津

市

一

宙

卜

椰

大

宮

町

ｉ

川
士

宮

市

一

魔

原

郡

岩

淵

付

■

四
十

川

町

一

磐

川

郡

井

通

村

品
立
田

町

一

有

波

郡

輩

川

村

一
静

岡

市

一

川

方

郡

戸

川

村

一
戸

田

村

一

川

方

部

川

西

村

一
伊

り
長

岡

町

一

田

方

部

中

郷

村

〓

一島

市

一

宙

卜

郡

加

島

村

ｉ

田
卜

市

一

崚

束

部

長

泉

村

一
長

泉

町

一

宙

十

郡

大

宮

町

ｉ

田
卜

宮

市

駿

束

郡

片

浜

村

一
沼

津

市

一

宙

卜

那

須

津

村

ｉ

‐‐‐
卜

市

一

宙

十

都

岩

松

村

■

日
十

市

一

宙

十

椰

古

原

町

ｉ

円
■

市

一

駿

束

那

六

合

村

一
小

山

町

一

宮

Ｌ

郡

大

宮

町

■

田
卜

宮

市

住
　
所
　
一現
在
地
名
一

藁

族

院

議

員

衆

議

院

議

員

・
大

地

■

多

額

納

税

者

県

会

議

員

。
大

地

上

衆

議

院

議

員

衆

議

院

議

員

多

額

納

税

者

県

会

議

員

・
村

長

・
大

地
■

衆

議

院

議

員

。
大

地
■

県

会

議

員

衆

議

院

議

員

古

原

銀

行

監
査

役

大
地
主

・

製
紙
業
家

弁
護
■

・

郡
会
議
員

県
会
議
員

回
漕
店

村

長

　

郡

会

議

員

伊

Ｌ
銀

行

取

締

役

駿

河

銀

行

頭

収

印

刷

会

社

経

営

新

聞

社

経

常

駿

東

部

長

崚

束

部

長

・
沼

津

町

長

村

長

・
横

須

興

銀

行

頭

収

大

地

■

大

地

主

沼

汁

米

塩

取

引

‐リー
監

査

役

県

会

議

員

・
一栄
商

大

地

主

衆

議

院

議

員

・
県

会

議

員

白

山

党

員

郡

会

議

員

　

県

会

議

員

衆

議

院

議

員

大

地

上

・
県

会

議

員

・ リキ   本寸
沼 会  長
lll i義

lif t(

長

職
　
業
　
朴
　
い
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一
〇

円

一
⊂

Ｆ

一
●

円

一
〇

円

一
●

円

一
●

円

一
●

円

一
●

円

一
●

円

七

・
五

円

五

円

五

円

五

円

五

円

五

円

Ｉ

円

Ｉ

円

五

円

五

円

五

円

五

円

五

円

五

円

五

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

三

円

二

円

二

円

二

円

．二
円

七

・
五

円

二

円

金
　
額

福
田
　
光
人

諏
訪
部

一
之
軸

小
野
川
元
熙

田
中
　
鳥
雄

佐
藤
惣
五
郎

江
　
．用
　
区

杉
山
左
門
治

栗
田
　
省
〓

関
　
　
与
平

一口
　
　
郷
作

渡
辺
　
万
介

入
戸
野
門
親

倉
田
　
直
平

山
下
　
久
二

鈴
木
　
一生
一

飯
田
　
庸
雄

津
田
　
　
童

長
沢
　
多
作

笹
原
善
四
郎

山
田
　
ヶ
七

多
　
比
　
区

大
野
　
直
七

安
藤
　
Ｉ
胤

須
　
山
　
村

中
村
長
五
郎

前
田
　
勝
次

二
枝
今
太
郎

山
田
　
発
期

塩
谷
古
兵
衛

穂
積
　
」含
π

小
柳
津
圧
郎

長
島
善
右
衛
門

小
永
井
次
郎
兵
衛

大
川
　
欣
也

山
口
　
次
郎

河
辺
宰
兵
衛

上
杉
種
五
郎

神
山
茂
三
郎

鈴
木
　
新
平

井
上
善
卜
郎

勝
呂
　
伝
作

石
橋
　
尚
松

氏
　
　
名

宙
十
郡
宙
ｉ
村

田
方
部
面
南
村

駿
束
郡
静
浦
村

崚
東
那
静
浦
村

駿
東
郡
宙
Ｌ
岡

駿
東
部
沼
津
町

駿
東
郡
沼
津
町

宙
十
郡
柚
野
村

田
方
郡
中
郷
村

静
岡
市

田
方
部
多
賀
村

田
方
部
Ｌ
大
見

田
方
部
下
狩
野

田
方
郡
北
狩
野

田
方
部
江
間
村

駿
東
郡
静
浦
村

駿
東
郡
静
浦
村

駿
束
郡
静
浦
村

駿
束
郡
静
浦
村

駿
東
郡
静
浦
村

駿
束
郡
静
浦
村

駿
東
那
須
山
村

田
方
部
伊
東
町

田
方
部
熱
海
町

出
方
郡
■
大
見

田
方
郡
■
大
見

田
方
部
田
中
村

田
方
郡
函
南
村

田
方
部
函
南
村

川
方
部
函
南
村

田
方
郡
川
西
村

田
方
部
三
島
町

円
方
部
三
島
町

駿
東
部
長
泉
村

駿
東
部
長
泉
村

駿
束
部
長
泉
村

賀
茂
部
上
肥
村

田
方
郡
川
西
村

住
　
所
　
一現
在
地
名
一

一函
南
町

、召
■
―

何

一
御

殿

、
召

■

ト

、
召

■

―

一芝
川
町

一三
島
市

一熱
海
市

付
一中
伊

何
一人
城

何
一修
善

一伊
豆
長

一沼
津
市

一沼
津
市

一沼
津
市

一沼
‐‥――
市

一沼
津
市

一沼
津
市

一裾
野
市

一伊
東
市

一熱
海
市

村
（中
伊

村
一中
伊

一人
仁
町

一函
南
町

一函
南
町

一面
南
町

一伊
豆
長

一
二
島
市

一三
島
市

一長
泉
町

一長
泉
町

一長
泉
町

一十
肥
町

一伊
豆
長

町

）

ヶ
島

町

一

町

）

町

一

Iち

回
町
一

日l            ttj    日」

田
方
郡
ｋ

県
会
議
員

静
岡
県
知
事

衆
議
院
議
員

大
地
■

・
付
長

県
会
議
員

駿
束
実
業
銀
行
監
査
役

大
物

・
都
商

酒
造
業

・
村
長

・
大
地
主

県
会
議
員

。
大
地
主

和
洋
紙
卸
販
売
業

県
会
議
員

・
村
長

村
長

大
地
主

大
地
上

県
会
議
員

・
大
地
■

村
長

村
長

地
■

石
材
商

医
師

呉
服
人
物
商

温
泉
宿

・
町
長

村
長

村
長

村
長

・
県
会
議
員

静
浦
村
長

村
長

村
ｋ

析
油
醸
造
業

町
長

・
県
会
議
員

村
長

村
長

戸
長

郡
会
議
員

村
長

職

　

業
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金

　

額

秋
山
六
右
衛
門

人
川
　
中
心
助

高
田
与
二
郎

宙
岡
　
文
蔵

小
野
　
勇
逸

渡
辺
　
餃

，
一

遠
藤
　
ｈ
郎

勝
供
　
与
作

水
原
　
林
平

小
野
綱
太
郎

高
杉
太
郎
造

小
野
幸
太
郎

伊
藤
仙
太
郎

塚
本
良

一
郎

村
松
力
太
郎

村
松
　
多
ト

戸
塚
国
次
郎

辻
　
方
太
郎

大
野
　
久
二

■
ド
　
武
雄

萩
原
太
郎
次
郎

鈴
木
　
　
午

大
井
賢
次
郎

川
口
　
秋
平

森
川
　
要
、

大
原
武
次
郎

野
田
　
惣
八

相
磯
和
四
郎

三
見
平
有
衛
門

渡
辺
　
康

一

増
山
粂
太
郎

長
合
　
計
古

長
倉
中
太
郎

増
山
　
‐‐‐‐一
作

深
沢
し
郎
平

御
厨
町
有
志

深
沢
　
一訳
平

杉
山
　
源
作

森
　
藤
ｔ
郎

植
松
与
右
衛
門

氏

　

　

名

川

方

部

内

浦

村

田

方

部

内

浦

村

悛

東

部

長

泉

村

駿

束

部

長

泉

村

崚

束

郡

北

郷

村

駿

東

郡

北

郷

村

駿

束

郡

北

郷

村

駿

東

郡

北

郷

村

駿

束

部

北

郷

村

崚

束

郡

北

郷

村

駿

束

部

北

郷

村

駿

東

部

北

郷

村

榛

原

部

企

谷

町

榛

原

部

企

谷

町

榛

原

部

金

谷

町

榛

原

部

金

谷

町

榛

原

部

川

崎

町

賀

茂

郡

竹

麻

村

賀

茂

郡

南

Ｌ

村

静

岡

市

田

方

部

田

中

村

田

方

部

面

南

村

田

方

部

面

南

村

田

方

部

宇

佐

美

円

方

部

■

山

村

田

方

部

熱

海

町

田

方

郡

多

賀

村

崚

束

郡

――

浜

村

駿

東

郡

片

浜

村

駿

束

郡

片

浜

村

駿

東

郡

片

浜

村

駿

東

部

片

浜

村

宙

十

郡

柚

野

村

駿

東

郡

御

厨

町

駿

東

郡

浮

島

村

駿

東

郡

浮

島

村

駿

東

郡

浮

島

村

駿

束

郡

原

町

３

住
　
所
　
一現
在
地
名
一

長
泉
町

長
泉
町

小
山
町

小
山
町

小
山
町

小
山
町

小
山
町

小
山
町

小
山
町

小
山
町

金
谷
町

金
谷
町

金
谷
町

令
谷
町

棒
原
町

南
伊

南
伊

一人
仁
町

一函
南
町

一函
南
町

何
一伊
束

一ｔ
山
町

一熱
海
市

一熱
海
市

召

■

―

、
召

■

ド

、
召

■

●

．
＝

■

，

一芝
川
町

一御
殿
場

一沼
津
市

、沼
津
市

一沼
津
市

］■
●
一

J 口」巾 巾

村
長

村
長

村
会
議
員

村
長

村
長

県
会
議
員

町
長

町
長

銀
行
家

町
長

駿
東
部
長

・
旧
幕
臣

衆
議
院
議
員

県
会
議
員

市
会
議
員

・
県
会
議
員

村
長

田
代
軽
井
沢
報
徳
社
社
長

Ｐ
長

村
長

大
地
主

村
農
会
長

付
長

・
県
会
議
員

郡
会
議
員

・
村
長

大
地
上

村
長

村
長

・
県
会
議
員

大
地
主

村
'品

|

上モ泉
イ綺 職

　

業

　

経

　

い

『麻
布
中
学
校
友
会
雑
誌
」第
４
号
、第
５
号
（明
治
３３
・３４
年
）よ
り
作
成

史
料
提
供

¨
麻
布
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会

-3-
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去
る
二
月

．
四
日
一
日
一、
当
館
玄
関

横

に
設
置
さ
れ
た
江
原
素
六
胸
像

の
除

ネ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
れ
は
昨
年
か
ら
の
江
―サｌｔ
素
六
十
誕

百
圧
卜
午
記
念
■
業

の

一
環
と
し
て
、

江
―リｌｔ
素
六
先
■
顕
彬
会

に
よ

っ
て
主
催

さ
れ
た
も

の
で
、
胸
像
は
同
会
か
ら
市

に
寄
贈
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
¨

像

は
東
京

の
麻
布
学
国
に
あ
る
も

の
を

複
製
し
た
も

の
で
、
西
常
雄
氏

一多
摩

美
術
大
学
客
員
教
授

一
―ｌｉｌｌ
作

除
な
式
は
人
候

に
恵
ま
れ
、
約
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
．
後
藤
好
直
顕
杉
会

長

の
式
辞
、
桜
田
た
雄
沼
津
市
長

・
立

木
栄

一
沼
汁
市
議
会
議
長

・
細
川
小
輛

太
麻
布
学
田
理
Ｉ
長

の
祝
辞
、
江
原
有

信
氏

一素
六
令
孫

一
の
謝
辞
な
ど
か
述

べ
ら
れ
ま
し
た
¨

◎
ゴ
ー
ル
デ

ン

・
ウ
ィ
ー
ク
中

の

５

月

３

＝

月

６

Ｈ

村

こ
れ
以
外
は
開
館
し
ま
す

◎
５
月
１９
日
は
無
料
開
館
日

江
原
素
六
が
召
人
し
た
５
月
い
日
は

記
念
日
と
し
て
観
牝
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
．
巣
前
で
は
江
原
素
六
先
生
顕
杉

会
に
よ
り
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
す
．

◎
ビ
デ
オ
作
品
の
御
案
内

当
館
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
ビ

デ
オ
装
置
で
は
、
以
下
の
作
品
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
．　
い
ず
れ
も

一
■
分

前
後
の
や
さ
し

い
解
瀧
で
す
¨

①
先
憂
後
楽
の
人
江
原
素
六

②
沼
津
兵
学
校

Ｏ
沼
津
の
国
学

①
沼
津
藩

⑤
江
原
素
六
と
沼
津

´

◎
瑠
相
津
市
博
物
館
紀
要
１７
』
刊
行

の
御
案
内

体
裁

一
Ｂ
５
判
　
圧
六
貞

領
―――――

一
一
●
●
●
円

内
容

一
瀬
川
裕
市
郎

「煮
い
魚
と
拙
形

■
器

・
党
え
吉
３
」
、
Ｌ
野
裕
二

「ｋ
泉
凧

（唆
河
サーー‐、
一
の
製
作

過
伴

」、
樋
口
雄
一彦

「
沼
津
新

１１１１
」
に
み
る
開
化
と
家
味
」

◎
常
設
展
示
図
録

『
ぬ
ま
づ
江
戸

時
代
図
誌
」
刊
行
の
御
案
内

体
裁

一
５
５
判
　
五
四
頁

（う
ち
カ
ラ

ー

今

只

一

内
容

¨
江
戸
時
代
の
沼
津
に
関
す
る
様

様
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
写
真

や
図
版
で
や
さ
し
く
解
説
．

◎
平
成
四
年
度
調
査

。
視
察
来
館

者
抄
録

６

・
１
　
沼
津
市
史
漁
村
史
部
会

一
～

４

一

６

・
６
　
明
治
維
新
史
学
会

（
～
７
一

７

・
９
　
沼
津
市
史
漁
村
史
部
会

一
～

し 今 道 公 l〔 に よ
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